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1．緒言

　火お こ しは野外学習や歴史体験学習として 用

い られることがあるが、理科教育か らみると現象が

複雑なためにカリキ ュ ラム との対応が困難で ある。

そ こで火お こ しを理 科教育の 教材として用い るた

めに、火錐棒と火錐板をこ すり合わせる錐揉み式

発火法につ い て 、 火お こしの 原理 に関す る基礎

的なデー
タとして、木材の 摩擦係数と錐粉の 発生

量につ い て測定を試みた。

2．方法

◇ボ
ー

ル オ ン ディス ク型摩擦力測定装置の製作

直径 10cm の 木材の 円盤に先端を丸くした直径 6

  n の竹の棒をあてて
一

定の 荷重（W ）をかけ、定

速で 回転させ た 時に 、竹の 棒が 引 っ 張られる力

（F）をデ
ー

タロ ガ
ー

を用い て測定して 、μ
＝F／W

の 関係 か ら摩擦係数 μ を求めた［1］。 荷重 の 影響

を見るために、竹 の 棒に与える荷重を 0．1  から1

kgまで変化させ た。円板に は針葉樹（ア ガ チ ス 、イ

チイ 、
ス ギ 、

ヒノキ、モ ミ）と広 葉樹 （キリ、クリ、サワ

グル ミ、シ ナ、トチ、ホ オ）を用 い た 。 回転速度の 影

響を見るために、ス ギおよび ヒノキにつ い て圜転

速度を変えて 実験を行っ た。

◇DC モ
ー

タを用 い る錐揉み式発火装置の製作

オリエ ン タル モ
ー

タ
ーBX6200A −5 型 DC モ

ー
タと

小型ボール 盤を用い て 錐揉み式発火装置を作製

した。こ の 装置を用 い 、摩 擦 に よっ て 生成する錐

粉の 量を、摩擦前後における火 錐棒と火錐板 の

質量変化か ら計測した。また火錐板の 方向（繊維 ・

放射 ・接線方向）と、回転方向切 り替えの 有無につ

い て検討した 。

3．結果

　摩擦係数と荷重 の 関係 を図 1に示す 。 針葉樹は

低荷重時に摩擦係数が大きい値を示 したが 、広

葉樹 には 目立っ た傾向は見られなか っ た。また回

転速度を速くすると摩擦力 の ばらっ きが大きくな

っ た 。 錐粉の 生成量につ い て は、放射方向と接線

方向に比 べ 、繊維方向は発生量が少なく、同
一

方

向 の 回転を続けるよりも正 ・逆方向 の 回転を繰り返

す方が錐粉は多く発生した。

4．考察

　図 1の 結果から、針葉樹は低荷重時や低速度

時で も、ある程度 の 発熱が期待で きる。 この こ とは

火 お こしに関して
一

般に広葉樹材より針葉樹材が

良い とされることを支持する。 回転速度と錐粉生成

量 の 結果 にばらつ きがみられるの は 、火お こしで

しばしば起こる摩擦面 が光沢化 して錐粉の 生成が

見られなくなっ て しまう（平滑化）現象と関係がある。

回転速度が増す ことで単位時間あたりの 接触面積

が増え、平滑化した摩擦面が摩耗 する機会 が増

え る。 そ の 結果 、 摩耗は摩擦力 の 増加 として 、 そ

の頻度はばらつ きの 大きさとして 現れ る事が 説明

され る。また平滑化の現象が錐粉の 生成量を大き

く左右する事が確かめられた。木材の 方向性によ

る差は木材 の 細胞構造 に起因すると考えられ る。

木材の 主要な成分で ある道管が縦方向に伸びて

い るため、
一

方向に だけ異なる値を示 すの で あろ

う。回転方向の 切り替えを繰り返すことで平滑化し

た 部 分 で も、摩耗 が 起 こ りや すくなり、錐粉が 多く

発生 したと考えられる。
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